
各組織におけるURAの業務範囲の類型（2013年当時）
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初級 中級 上級

研究戦略⽀援

プレアワード

ポストアワード

関連専⾨業務

初級 中級 上級

研究戦略支援

プレアワード

ポストアワード

関連専門業務

初級 中級 上級

研究戦略⽀援

プレアワード

ポストアワード

関連専⾨業務

☆事務機能との重複

☆専門特化型

☆オールラウンド型 ☆研究戦略・プレアワード

特化型

①大学の特性によってURAの業務特性のアロケーションは異なる
②初級URAのスキルスカードの機能は事務機能と重複がある
③産学連携・知的財産管理業務等の機能は、URA機能の専門特化型に相当す
る
④スキル標準はいずれも包含した範囲で作成し、各大学の事情に応じた範囲で
利用を行う

現在の組織構造のパターン

・大学本部型

・大学本部／部局兼務型

・部局所属（雇用型）

初級 中級 上級

研究戦略⽀援

プレアワード

ポストアワード

関連専⾨業務



参考）米国におけるURA人材のキャリア・ラダー

Kathleen Larmett “The Role of Research Administrators in U.S. Universities” （2012年3月20日 TOKYO) をもとに許可を得て編集

・Typically Full Professor （PhD required)

・Pre, Post, Contract等ほぼ全職域経験
・Demonstrated capacity to grow institutional research base
・$200,000

・Master’s Degree typically required; Ph.D. preferred, at least 10 years of 

research administration experience 
・Capacity to interpret new regulations and formulate institutional policies
・ Demonstrated capacity to represent institution on the national level
・$150,000

・An advanced degree preferred
・A combination of education or experience equal to or exceeding 10 years
・Excellent customer service and negotiation skills
・Thorough knowledge of policies and procedures
・$110,000

・An advanced degree preferred

・At least 5 years of research administration experience
・Excellent negotiation skills
・Capacity to manage and supervise a working team
・$90,000

・Bachelor’s degree preferred

・Demonstrates efficiency in administration of complex contract
・Familiarity with federal and non-federal regulations
・Capacity to work autonomously but within a team environment
・$80,000

・Bachelor’s degree preferred

・At least 3 years research administration experience
・Demonstrated capacity to negotiate awards in a timely manner
・Familiarity with handling industrial negotiations
・$60,000

①
①

②
②

③
③

④
④

⑤

⑥
⑤

⑥
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参考）英国におけるURA人材のキャリア・ラダー

ARMA元会長でRAAAP調査のリーダーである Dr. Simon Kerridge からの
情報をもとに筆者の責任で作成。職名は統一されているわけではない。

・ Normally Full Professor (PhD, academic track record)
・ Almost exclusively an academic role
・ Fewer than a handful in the UK who have come up through 

the professional services RMA route
・ £100k-£200k or maybe more

・ PhD preferred, 10years RMA experience
・ Usually the most senior professional services role
・ Sometimes this level does not exist
・ £80k-£150k

・PhD preferred, 10years RMA experience
・£50k-£90k

・ Masters, doctorate preferred, 5+ years RMA
・ Sometimes this level does not exist
・ £40k-£70k

・ Masters preferred, 5+ years RMA
・ Head of area (e.g., pre-award, post award, governance, …)
・ Sometimes combined with 4
・ £30k-£60k

・ Bachelor preferred
・ Solely a supporting role
・ Often a stepping stone to an RMA “proper” role
・ £18k-£25k

①

①

②
②

③ ③

④
④

⑤

⑥

⑤

⑦

⑦ ⑥
・ Bachelor expected
・ Operational staff, 0+ year RMA
・ This can be a wide range
・ Some will have a “senior” officer role
・ £25-£40k
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参考）オーストラリアにおけるURA人材のキャリア・ラダー
オーストラリアでは国全体で、Higher Education Worker (HEW) について、
以下の７つの項目で10段階のレベル設定（level 10が最上位）がなされている。

https://www.newcastle.edu.au/__data/assets/pdf_file/0011/89795/general-staff-secondary-descriptors.pdf 
https://www.monash.edu/__data/assets/word_doc/0007/690442/descriptors.doc 等

• Training level
• Task level
• Organisational knowledge and impact
• Levels of supervision
• Judgement, independence and problem solving
• Occupational equivalent 
• Typical activities

lスタッフ（URAを含む）の求人は職種とレベルを指定してなされる。
各人は自身がその職種とレベルに合っていると判断して、応募する。
（指定された学問分野と職階に合うと考えて教員が応募するのと同様）

lモナシュ大学の場合、URAは level 5 以上とされ、職階と
要求されるレベルと給与の関係は右図のように表せる。

（情報源）
東京大学「リサーチ・アドミニストレーターを育成・確保するシステムの整備
（スキル標準の作成）」成果報告書，平成26年5月
https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/ura/detail/1349663.htm

モナシュ大学ホームページ
https://www.monash.edu/enterprise-agreements/staff-salary-

rates/professional

・ HEW level 9/10

・ AUS $119K-128K

・ HEW level 8/9

・ AUS $102K-
126K

・ HEW level 7

・ AUS $91K-100K

・ HEW level 6

・ AUS $82K-89K

・ HEW level 5

・ AUS $71K-
81K

① ①

② ②

③ ③

④
④

⑤

⑤

（注）この図はスタッフとしてのURAの階層を表したものであ
り、この上に研究担当の理事や副学長等が位置す
ることは米国や英国と同様である。220519 M.Takahashi 2022 36



補⾜資料
• 大学等の組織あたりのURAの人数

• URA雇用財源比率の推移

• URA機能が欧米において発展してきた背景

• 米国大学のRA関連組織構造モデル

• RMA/URAのキャリアラダー(USA, US, 豪州）（職
位、報酬、学位など）

参考資料
• RA協議会活動概要

• URAスキル認定制度について
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<スキルプログラム専⾨委員会の活動>
新任研修 毎年度5⽉〜6⽉に、その年に新しくURA・研究⽀援職に就いた⼈を対象に実施。

科⽬構成は、「URA概論」…URAの歴史、国内外の諸制度・動き、URAの役割・スキルなど講義形式
「先輩URA紹介」…3年前後の先輩URAの実態を紹介、意⾒交換、講義および意⾒交換形式
「グループワーク」…課題をグループ単位で検討し発表。グループワーク形式
「情報交換」…対⾯時は⾃⼰紹介および名刺交換。オンライン時はグループ単位の⾃⼰紹介。
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新任研修の受講者数推移

内会員 内⾮会員 参加者数 延べ数 参加機関数

受講者数推移

受
講
者
延
べ
数(

⼈)

各
回
の
受
講
機
関
数(

機
関)

2021年6⽉予定

64名申込有り*)2021/5/25時点現在

定員50名前後で⾜切り予定。
オーバーする10数名は、9⽉に
オプショナル研修を追加開催す
ることで対応予定。

54
41

17

36

年次⼤会 毎年の年次⼤会で教育セッションとして2コマ分を確保。
定番セッションとして「プレアワード」分野…毎年実施、科研費等の競争的資⾦の⽀援⽅法を中⼼に講義。
企画セッションとして「研究IR」「産学連携」「ポストアワード」「情報収取と活⽤」などを実施。
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年次⼤会の活動例：RA協議会第6回年次⼤会のプログラム
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INORMS Congresses （2006年より隔年で開催）
(2020年大会は、新型コロナウイルス蔓延のため、2021年に延期してリモートで開催）

2021年大会のテーマ

“Promoting Diversity in Research and 
Research Management Collaborations: 
More Trans-National、 More Trans-
Disciplinary、 More Trans-Sectoral” 

年.⽉ 開催都市（国） 主催団体 参加者 参加
国

2006.8 Brisbane (豪) ARMS 約450名 23

2008.6 Liverpool (英) ARMA 約500名 30

2010.4 Cape Town
(南アフリカ) SARUMA + ACU 約410名 40

2012.5 Copenhagen
(デンマーク) DARMA 約450名 39

2014.4 Washington DC
(⽶)

CAURA + NCURA + 
SRAI 約440名 38

2016.9 Melbourne (豪) ARMS 約850名＊ 39

2018.6 Edinburgh (英) ARMA 約1,100名＊ 55

2021.5 広島（⽇本） RA協議会 約500名 49

＊印の会議は国内年次大会と同時開催220519 M.Takahashi 2022 40



＜INORMS２０２０ 開催概要＞
2021年：5 ⽉24 ⽇〜27 ⽇ 当初予定を1年延期してフルオンライン開催

INORMS第7回大会にあたる今回、アジアで初めて開催、世界30カ国超より、500人超参加（アジア3割）
基調講演2、通常セッション26、ポスター発表数61、
大会組織委員会 委員長）広島大学学長

INORMS : International Network of Research Management Societies  
2001年設立。
世界各地の研究支援や運営・管理に携わる専門職団体の国際コンソーシアム。
加盟単位は団体（2021年9月現在、ARMA, ARMS, EARMA, NCURA, SRA Internationalなど21団体。
日本からはRA協議会が2016年に参加。
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諸外国のURA団体と⽐較した⽇本のURA団体の特徴
• National Council of University Research Administrators (NCURA)（米国）

Individuals with professional interests in the administration of sponsored programs (research, education and 
training) primarily at colleges and universities の団体

• Society of Research Administrators International (SRA International)（米国）

Premier global research management society providing … to professionals…

• Association of Research Managers and Administrators (ARMA)（英国）

Professional association for research management
Represents research leaders, managers and administrators

• European Association of Research Managers and Administrators (EARMA)（欧州）

Community of research managers and administrators

• Australasian Research Management Society (ARMS)（豪州等）

Research management professionals の団体

• リサーチ・アドミニストレーション協議会（日本）（Fundamental の教材参照）

大学を含む研究機関において研究力強化に貢献し、学術及び科学技術の振興並びに
イノベーションに寄与する団体（組織会員と個人会員から構成されている）

主に
ポストアワード



URA機能の評価（ポイント）
● URAに限らずマネジメント業務の評価、特に定量的指標の設定は難しい。

・URA関連⼈材の活動効果を、執⾏部、研究者などのステークホルダーに説明したい
というニーズは、INORMS Executive Meetingでも各国団体トップの共通の話題

● 論⽂⽣産性のような明確な定量的指標は未だないものの、欧⽶の歴史ある団体組織の
各種の試⾏は参考になる（p.30参照）

● アカデミアにおける研究活動のダイナミクスにおいて、URA機能の位置づけを
明確化した結果、研究⼒向上にどう貢献できるか、⾃組織の課題と照らしどこに
注⼒すべきか、連携すべき学内組織はどこか、という理解が深まる。

● 組織レベルの数年間の各種データ、URAや産学官連携コーディネータの存在により、
外部資⾦獲得額・件数が優位に増加しているという分析結果もある
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